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■■■■ はじめにはじめにはじめにはじめに 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

  
このたびは「PCS予算会計ソフトウエア」をご利用いただきまことにありがとうございます。 

本ソフトウエアは、多分野に対応した予算管理対応の会計ソフトウエアです。今後とも末永いご愛顧

のほどよろしくお願いいたします。 
 
 
  

2. 2. 2. 2. 特徴特徴特徴特徴 

 
○ 町内会・自治会をはじめ、非営利の各種団体・協議会・連盟まで多くの分野の会計に対応していま

す。（本格運用前に評価版で動作確認と、ご要望の機能があるかご確認ください） 
○ 手作業で伝票を記入する作業をそのままソフトウエアにしたような分かりやすい設計と操作。会計

初心者でもすぐに運用を開始できます。これは会計担当者の引継ぎや複数人によるソフトウエア利

用も簡単であることを意味します。 
○ 当初予算と第８次までの補正予算に対応しています。 
○ 勘定科目はユーザーが自由に作成できます。 
○ 本格的な会計帳票（総勘定元帳・試算表・当初予算書・補正予算書・貸借対照表・収支計算書・決

算書等）が作成（画面表示を含む印刷も）できます。 
○ 業務ソフトウエアに欠かせない運用サポート機能（バックアップ・リストア等）が充実しています。 
 
 
 



■■■■ 運用開始運用開始運用開始運用開始 
  
  
  

   ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 仕様仕様仕様仕様とととと動作環境動作環境動作環境動作環境 

  
＜＜＜＜仕様仕様仕様仕様＞＞＞＞ 
○ Win32アプリケーションで、Windowsコンピュータ（32ビット、64ビット（WOW64）で動作し

ます。 
○ Unicodeには非対応です。 
○ 主な会計仕様（PCS予算会計８ 2013） 

項目項目項目項目 仕様仕様仕様仕様 特記特記特記特記 

■開始月 1月～12月から選択 ※運用開始後変更不可 
■伝票   
 登録枚数 月間 999枚以内 
 登録金額 年間伝票総合計 21億円以内 

※最大 6明細／1伝票当り 
※消費税は扱わない 

■勘定科目   
 登録数 制限なし  
 階層 3階層（大・中・小科目）  
■予算   
 当初予算・補正予算  ※第 1次～第 8次補正に対応 
■印刷物 仕訳伝票、伝票一覧、試算表、総勘

定元帳、貸借対照表、収支計算書、

決算書、当初予算書、補正予算書 他 

※専用事前紙は必要なし 

■ユーティリティ システム最適化、バックアップ・リ

ストア 
※会計業務をサポートする付

属機能 
※ 詳細については評価版ソフトウエアでご確認ください。 

 
 
＜＜＜＜動作環境動作環境動作環境動作環境＞＞＞＞ 
○ OS：Windows 7/Vista/XP/2000のいずれかを搭載した正常に動作するコンピュータシステム 
○ 印刷を行うにはコンピュータで利用できるプリンタ 
 
 
 

2. 2. 2. 2. 運用開始運用開始運用開始運用開始 

  
以下の手順で運用を開始してください。 
 
1） ソフトウエアをインストールする 

CDまたは、インターネット等からダウンロードしたインストールプログラム（setup.exe）で

インストールできます。 
インストールファイルを実行すると以下の画面が表示されます。 
①①①①「上書き」にチェックを付け、②②②②［解凍］ボタンをクリックすると処理が始まります。 
（今後弊社がご提供する各種バージョンアップ等のインストールも同様） 

 
その後、インストーラー画面が表示されますので、［新規インストール］ボタンをクリックし

インストールを進めてください。 



各画面で選択肢がある場合、［次へ］等で初期値を選択してください。Vista以降の PCやウイ

ルス対策ソフトがしばしばセキュリティ警告画面を表示しますが必ず処理を進める方向の処

理を選択してください。 
 

2） ソフトウエアを起動する。会計初期設定画面会計初期設定画面会計初期設定画面会計初期設定画面（下図）が表示されるので必要事項を入力し①①①①

［OK］ボタンをクリックします。 
・ ②②②②会計開始年月・開始月は運用を開始すると変更できません。万一変更が必要となった

場合は、［［［［会計年度削除会計年度削除会計年度削除会計年度削除］］］］でいったん全ての会計データを削除してください。次回起動時、

再度下記画面が表示されます。 
・ ③③③③「利用する勘定科目ファイル(KK.db)」・・・弊社が送付した勘定科目ファイルがある場

合や、過去にユーザーが伝票登録で利用した勘定科目ファイルがあればここに表示され

ます。これを利用するとユーザーが勘定科目を登録する手間が省けます。利用しない場

合は空白にしてください。 
・ ④④④④「会計名」は、通常「○○協会」等の会計運用者名を想定しており、各種印刷物に印

刷されます。会計名はメインメニュー→「会計補助処理」→［会計設定］で変更できま

す。 
 

  
3）メインメニュー→「会計補助処理」タブ→［［［［勘定科目勘定科目勘定科目勘定科目メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンス］］］］ボタンで勘定科目を登録

する。③③③③「利用する勘定科目ファイル(KK.db)」にファイル名を指定した場合はサンプル科目が初

期値としてインストールされます。削除・修正・追加しご希望の科目体系に変更してください。 
 
以上で運用開始準備が整いました。勘定科目さえ登録すればいつでも運用を開始できます。 
 
4) 日々の伝票を登録する。 
5) 必要に応じて必要な印刷物を印刷する。 

・ 毎月の書類 
・ 決算時の書類 

6）本年度（最新年度）中の適当な時期（あるいは、翌年度）に「「「「新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成」」」」を実行し翌年

度分の会計領域を作成します。本年度の未登録伝票が残っていてもかまいません。必要に応じて

「「「「会計年度切替会計年度切替会計年度切替会計年度切替ええええ」」」」で翌年度と本年度の会計年度を切替え自由に作業が行えます。 



■■■■ 伝票伝票伝票伝票 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 伝票伝票伝票伝票についてについてについてについて 

  
取引を記録する伝票が仕訳伝票です。本ソフトウエアでの仕訳伝票は振替伝票で全ての取引を登録

します。入金伝票、出金伝票はありません。 

伝票登録を始める前に必要な勘定科目が登録されていなければなりません。 

伝票は最新会計年度とその前年の会計年度のみ追加・修正・削除が行えます。閲覧・印刷はすべての

会計年度で行えます。 

 

【操作】 

「日常会計処理」タブ→［伝票］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

伝票画面は以下の 2 つです。 

 

1）「伝票閲覧修正」画面 

登録済みの伝票を見たり、印刷したり、修正できます。 

他の伝票を表示するには［←］ボタン（１つ前の伝票）、［呼出］ボタン（伝票一覧から選択）、［→］ボタン

（次の伝票）をクリックします。 

 

 

 



2）「新規伝票追加」画面 

ここでは新しい伝票が作成できます。 

［新規］ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。表示する登録済みの伝票が 1 枚も無い場

合でも表示されます。 

 

 

 

 

2. 2. 2. 2. 伝票伝票伝票伝票のののの追加追加追加追加 

  
以下の例で伝票の追加を説明します。 

「３月分電話料金が普通預金口座から引き落とされた場合の例」 

勘定科目や適用語句入力サポートは弊社が任意で作成したものです。 

項目 内容 

伝票日付 2010 年 4 月 15 日 

借方 事務費→通信費 

貸方 流動資産→普通預金 

適用 3 月分電話代 

金額 12,000 円 

 

 

1）伝票日付右のドロップボックスから「2010 年 4 月 15 日」を選択する。 

 

 

2）①①①①［借方］ボタンをクリックし、②②②②「事務費」→「通信費」を選択し、［OK］ボタンをクリックする。 



 

 

3）①①①①［貸方］ボタンをクリックし、②②②②「流動資産」→「普通預金」を選択し、［OK］ボタンをクリックする。 

 

 

 

4）①①①①明細行1行目のアイコンをクリックし、②②②②「月度」→「3月分」を選択し③③③③［適用へ］ボタン、続けて［OK］

ボタンをクリックする。 



 

 

5）①①①①「月毎費用」→「電話料金」を選択し摘要欄に「3 月分電話料金」が入力されているのを確認後、②②②②

［適用へ］ボタン、続けて③③③③［転送］ボタンをクリックする。 

摘要欄にはオペレーターが自由にキーボード入力が行えます。オプション入力と組み合わせてご利用く

ださい。 

 

 

6）①①①①明細 1 行目の金額欄に「12000」を入力し、②②②②［保存］ボタンをクリックする。 



 

 

以上で 1 件の伝票登録が完了しました。続けて 2 件目以降の登録を行う場合は、1）から繰り返してくださ

い。 

すべての伝票登録が終了したら［終了］ボタンをクリックし、元の画面（伝票閲覧修正）に戻ってください。 

 

 

  

3. 3. 3. 3. 伝票伝票伝票伝票のののの修正修正修正修正 

 
伝票の修正は以下の手順で行います。 

1） 修正したい伝票を［←］、［呼出］、［→］ボタンを利用して呼び出す。 

2） 修正したい箇所を修正する。 

3） ［保存］ボタンをクリックする。（ボタンをクリックしなくても次の作業に移る前に保存するか確認されま

す） 

 

【重要】 

伝票日付の修正はできません。必要があればいったん伝票を削除し再度新しい日付で伝票を作成してく

ださい。 

伝票 No は自動付番です。ユーザーが変更できません。 

１枚の伝票に勘定科目が同種の内容の取引を最大 6 件まで登録できます。 

 

 
 

4. 4. 4. 4. 伝票伝票伝票伝票のののの削除削除削除削除 

 
伝票の削除は以下の手順で行います。 

1）伝票画面の［削除］ボタンをクリックします。 

2）①①①①削除画面で削除したい伝票を選択する（チェックを付ける。複数可）。 

 ※チェックの有無は、チェック欄をマウスでクリックするか、［Enter］キー、［Space］キーで切り替えられ

ます。 

3）②②②②［削除］ボタンをクリックすると削除されます。 



 

 

 

  

5. 5. 5. 5. 伝票伝票伝票伝票のののの印刷印刷印刷印刷 

 
伝票の印刷は以下の手順で行います。 

1）伝票画面の［印刷］ボタンをクリックします。 

2）①①①①画面で印刷したい伝票を選択する（チェックを付ける。複数可）。 

 ※チェックの有無は、チェック欄をマウスでクリックするか、［Enter］キー、［Space］キーで切り替えられ

ます。 

3）②②②②伝票のタイプを選択します。 

4）③③③③［印刷］ボタンをクリックすると印刷画面に進みます。 

 

 

5） すぐに印刷するには［印刷］ボタンを、印刷結果を画面表示するには［プレビュー］ボタンをクリックし

ます。 

※プレビュー画面から印刷することもできます。 

※印刷時の上余白、左余白、フォントを設定し最適なレイアウトで印刷できます。この内容は記憶さ

れ次の印刷時に呼び出されます。 



 

 

 

 

6. 6. 6. 6. 伝票伝票伝票伝票のののの保存保存保存保存 

 
伝票を追加・修正・削除するとそのつど保存するか確認されます。 

この内容が本当に保存されるのは［終了］ボタンをクリックして伝票画面が終了するときに確認される以

下の画面で「「「「はいはいはいはい」」」」を選択した場合です。 

［いいえ］を選択すると今回行った伝票の追加・修正・削除はすべて無効になります。 

 

 



■■■■ 総勘定元帳総勘定元帳総勘定元帳総勘定元帳 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 総勘定元帳総勘定元帳総勘定元帳総勘定元帳についてについてについてについて 

  
総勘定元帳は勘定科目ごとの時系列取引一覧表です。 

 

【操作】 

1）「日常会計処理」タブ→［総勘定元帳］ボタンをクリックします。 

 

 

2）①①①①印刷する科目にチェックを付けます 

 ※チェックの有無を変更するには、チェック欄をマウスでクリックするか、該当行で［Enter］キー、

［Space］キーを押します。 

3）②②②②集計する期間を選択します。 

4）③③③③［印刷］ボタンをクリックします。 

 

 

5）「取引が無い場合印刷しない」にチェックを付けると繰越があっても期間中の取引が無い科目は印刷

しません。 

6）［印刷］または［プレビュー］ボタンをクリックします。 



 

 

印刷例 

 

 

 

 



■■■■ 試算表試算表試算表試算表 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 試算表試算表試算表試算表のののの作成作成作成作成とととと印刷印刷印刷印刷 

  
試算表を表示・印刷する手順は以下のとおりです。 

 

【操作】 

1）「日常会計処理」タブ→［試算表］ボタンをクリックします。 

 

 

 

2）①①①①「集計期間」を選択し、②②②②［表示］ボタンをクリックするとその期間の試算表が画面表示されます。 

3）③③③③［印刷］ボタンで印刷またはプレビューできます。 

 

 

 

印刷例 



 

 

 

 



■■■■ 予算登録予算登録予算登録予算登録 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 予算登録予算登録予算登録予算登録についてについてについてについて 

  
予算データ（前年度予算・当初予算・補正予算）を登録する手順は以下のとおりです。 

 

【操作】 

1）「日常会計処理」タブ→［予算登録］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

2. 2. 2. 2. 当初予算当初予算当初予算当初予算 

  
予算画面には「「「「当初予算当初予算当初予算当初予算」」」」画面と「「「「補正予算補正予算補正予算補正予算」」」」画面の２種類があります。 
 
当初予算画面 

 

 

上記が最初に起動する画面（当初予算画面）です。この画面は①①①①［当初予算］をチェックすると表示され

る画面でもあります。 



⑧⑧⑧⑧「歳入」「歳出」タブで収入・支出表が切り替えられます。 

③③③③「当初予算額」と④④④④「前年度予算額」欄に入力できます。（グレー行は合計行のため入力不可） 

前年度会計データがソフトウエア内にある場合、⑤⑤⑤⑤［前年度予算取込み］ボタンで自動取込できます。 

⑥⑥⑥⑥［当初予算印刷］ボタンで印刷またはプレビューできます。その際、⑦⑦⑦⑦［摘要の登録］で摘要語句が入

力されていればそれも印刷されます。 

 

印刷例 

 

 

 

  

3. 3. 3. 3. 補正予算補正予算補正予算補正予算 

  
補正は第８次まで登録することできます。 

ここでは例として第１次補正予算を登録する例を示します。 

 

①①①①第１次補正予算の［実施日］ボタンをクリックし、表示された日付選択画面から補正実施日を選択しま

す。（この例の場合、2011 年 3 月 31 日で、「31」をクリックした時点で日付が確定します） 

 



 

 

第１次補正予算画面が表示されます。（下図） 

第１次補正予算の［実施日］が［2011 年 3 月 31 日］に変わっています。日付として有効な補正日付があ

ればその補正が有効であることを示します。 

②②②②「歳入」、「歳出」タブで収入・支出表を切り替えられます。 

③③③③「補正額」欄に補正額を入力します。（グレー行は合計行のため入力不可） 

 

 

 

登録済み補正を削除するには、④④④④［補正予算削除］ボタンをクリックし、不要になった補正を選択し［削

除］ボタンをクリックします。 

補正予算書を印刷するには、⑤⑤⑤⑤［第 1 次補正予算書印刷］ボタンをクリックします。その際、⑥⑥⑥⑥［摘要の登

録］ボタンで提要が登録されていればそれも印刷されます。 

 

【重要】 

※第２補正予算（第３次・・・）を登録する場合、上記操作を繰り返してください。 

※補正は月単位で管理するため、補正実施日付で意味を持つのは「年月」で、「日」は便宜的なもので何

日でもかまいません。同一月に２回以上の補正は行えません。 

 

印刷例 



 

 

 

 



■■■■ 予算管理予算管理予算管理予算管理 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 予算管理予算管理予算管理予算管理についてについてについてについて 

  
月毎に予算と実績（伝票実績）を詳細に比較検討できる機能です。 

 

 

【操作】 

1）「日常会計処理」タブ→［予算管理］ボタンをクリックします。 

 

 

 
対象年月を選択すると結果が画面表示されます。印刷ボタンで画面内容を印刷できます。 

 
＜歳入画面例＞ 

 

 

 

＜歳出画面例＞ 



 

 

 

 



■■■■ 会計年度切替会計年度切替会計年度切替会計年度切替ええええ 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 会計年度切替会計年度切替会計年度切替会計年度切替えについてえについてえについてえについて 

  
ソフトウエア内に複数の会計年度データがある場合、［［［［会計年度切替会計年度切替会計年度切替会計年度切替ええええ］］］］ボタンで自由に対象としたい

会計年度へ切り替えることができます。 

たとえば、本年度の伝票登録はまだ完了していないが、来年度の予算を今すぐ作成したい場合などです。

［［［［会計年度切替会計年度切替会計年度切替会計年度切替ええええ］］］］ボタンで来年度の会計年度に切り替え来年度の予算を作成します。予算の作成が終

わったら再び［［［［会計年度切替会計年度切替会計年度切替会計年度切替ええええ］］］］ボタンで本年度へ戻り伝票の続きを登録する。などといった場合です

（すでに［［［［新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成］］］］で翌年の会計年度が作成済みの場合）。 

過去の会計年度からさらにいずれかの過去の会計年度へ直接切り替えことはできません。いったん

最新の会計年度へ切り替える必要があります。 

 

【操作】 

「会計補助処理」タブの［会計年度切替え］ボタンをクリックします。 

切り替え可能な会計年度一覧が表示されますので、切り替えたい対象をクリックし、［実行］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 

【重要】 

複数の会計年度データがある場合、データの追加・変更・削除ができるのは最新年度とその前年度のみ

で、それより古い会計年度のデータ変更はできません。 

［会計年度切替え］操作で会計年度を切替え処理した前年度の会計年度の伝票データ変更は［新会計

年度作成］の時と異なり、最新年度の開始残高に自動的に反映されません。最新年度の［開始残高］ボ

タン→［前年度から取込み］ボタンをクリックするか、開始残高を手動で入力してください。 

また前年度予算の変更が最新年度の前年度予算に反映されることはありません。最新年度の［予算］ボ

タン→［前年度予算取込み］ボタンをクリックするか、前年度予算を手動で入力してください。 

 

 

 



■■■■ 新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成についてについてについてについて 

  
［新会計年度作成］ボタンで新しい会計年度領域を新たに作成できます。この操作を行わなければ新

しい年度の伝票データや予算データの入力ができません。 

この操作は「年次更新」とも呼ばれ、新しい会計領域を作成すると同時に、本年度の繰越金額を計算し

自動的に繰り越し、最新の会計年度にします。 

 

【操作】 

「会計補助処理」タブの［新会計年度作成］ボタンをクリックします。 

表示された画面の［実行］ボタンをクリックすると処理が開始します。 

 

 

 

 

 



■■■■ 会計年度初期化会計年度初期化会計年度初期化会計年度初期化 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 会計年度初期化会計年度初期化会計年度初期化会計年度初期化についてについてについてについて 

  
現在処理中の会計年度の伝票データ・予算データなどユーザーが登録したすべてのデータを消去す

るメニューです。勘定科目は消去するかどうか選択できます。 

実行しても会計年度そのものが無くなることはありません。これに対し「「「「会計年度削除会計年度削除会計年度削除会計年度削除」」」」では会計年度そ

のものが削除されます。 

 「会計年度初期化」は当該会計年度を最初の状態（白紙の状態）からやり直したい場合に、「会計年度

削除」は不必要になった等の理由で会計年度を削除する場合に利用します。 

 

【操作】 

「会計補助処理」タブ→［会計年度初期化］ボタンをクリックします。 

 

 

 

【重要】 

初期化を元の状態に戻すことはできません。以前バックアップしていればリストアを実行し当時の状態を

復元することができます。従って初期化作業の前のバックアップをお勧めします。 

 

 

 



■■■■ 会計年度削除会計年度削除会計年度削除会計年度削除 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 会計年度削除会計年度削除会計年度削除会計年度削除についてについてについてについて 

  
「会計年度消去」と似ていますが、こちらの方は会計年度そのものを完全に削除します。「十数年前の

古い会計年度が不要になった」等の場合に利用します。 

 

【操作】 

「会計補助処理」タブ→［会計年度削除］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

【重要】 

削除を元の状態に戻すことはできません。以前バックアップしていればリストアを実行し当時の状態を復

元することができます。従って削除の前のバックアップをお勧めします。 

３期以上の会計年度がある場合、中間の会計年度を直接削除することはできません。最も古い年度か

最も新しい年度のみを削除できます。それを繰り返せばすべての年度を削除することもできます。 

すべての会計年度を削除した場合、会計ソフトウエアインストール直後の状態になり、会計初期設定（会

計開始年度、開始月度の登録）からやり直すことになります。 

 

 

 



■■■■ 開始残高開始残高開始残高開始残高 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 開始残高開始残高開始残高開始残高についてについてについてについて 

  
 前年度からの繰越金を入力するメニューです。「「「「新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成新会計年度作成」」」」時には、この作業は自動的に行わ

れ新会計年度へ繰越金が登録されます。「「「「会計年度切替会計年度切替会計年度切替会計年度切替ええええ」」」」を利用し前年度の伝票データを変更した場

合、変更された前年度の繰越金が最新年度へ自動的繰り越されることはありません。このメニューを利

用しユーザーが手動で開始残高を登録するか、［［［［前年度前年度前年度前年度からからからから取込取込取込取込みみみみ］］］］ボタンで取り込んでください。 

また、インストール直後の初めての会計年度では前年度データがありませんので、このメニューを利用し

ユーザーが手動で開始残高（繰越金）を入力してください。 

 

【操作】 

「会計補助処理」タブ→［開始残高］ボタンをクリックします。 

 

 

 

開始残高登録画面 

 

前年の会計年度があれば①①①①［前年（ｘｘｘｘ年）度から取込み］ボタンで自動取込できます。 

自分で入力するには②②②②「借方」、「貸方」欄に入力してください。（グレー行は合計行のため有力できませ

ん） 

最終的に借方合計と貸方合計が一致しなければ保存終了できません。 

 

 



■■■■ 勘定科目勘定科目勘定科目勘定科目メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンス 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 勘定科目勘定科目勘定科目勘定科目についてについてについてについて 

  
勘定科目は以下の規則に従ってユーザーが自由にいくつでも作成できます。後から追加もできます。 

 

1） 科目には「大」、「中」、「小」の３段階の階層がある。 

2） 大科目の下には必ず１つ以上の中科目が必要である。 

3） 中科目の下に小科目は必ずしも必要ではない。 

4） 科目には階層ごとに区分Ｎｏが振られる。大（3桁 101～999）、中（01～99の 2桁）、小（01～99の 2

桁）。したがってＮｏ上限数を超える科目は作成できません。 

5） 「「「「貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表・・・・純資産純資産純資産純資産（（（（貸方貸方貸方貸方）」）」）」）」に、以下の科目が必要（区分 No は自由。科目名は固定。小科目は不

可） 

科目階層 科目名 
大科目 繰越金 
中科目  前期繰越金 
〃  当期繰越金 

6） 「「「「収支計算書収支計算書収支計算書収支計算書（（（（借方借方借方借方）」）」）」）」に、以下の科目が必要（区分 No は自由。科目名は固定。小科目は不可） 

科目階層 科目名 
大科目 当期繰越金 
中科目  当期繰越金 

7） 伝票データ、繰越データがある科目の削除はできません。伝票データ、繰越データがある中

科目に初めて小科目を作成するとき、中科目の伝票データは新規作成される小科目に移動さ

れる。 
8） 貸借対照表・資産（借方）／貸借対照表・負債（貸方）／貸借対照表・純財産産（貸方）／

収支計算書（借方）／収支計算書（貸方）のそれぞれに最低２つ以上の大科目が必要 
 
＜上記条件を満たす大・中科目作成例＞ 

種     別 科   目 
貸借対照表・資産（借方） 資産１ 

〃  資産１ 
〃 資産２ 
〃  資産２ 

貸借対照表・負債（貸方） 負債１ 
〃  負債１ 
〃 負債２ 
〃  負債２ 

貸借対照表・純財産（貸方） 純財産１ 
〃  純財産１ 
〃 繰越金 
〃  前期繰越金 
〃  当期繰越金 

収支計算書（借方） 支出１ 
〃  支出１ 
〃 当期繰越金 
〃  当期繰越金 

収支計算書（貸方） 収入１ 
〃  収入１ 
〃 収入２ 
〃  収入２ 

 



 
 

2. 2. 2. 2. 勘定科目勘定科目勘定科目勘定科目のののの新規作成新規作成新規作成新規作成 

 
勘定科目を作成する前に、登録する勘定科目 リスト（手書き）を作成することをお勧めします。 
以下表の勘定科目を新規に作成する例を示します。 
 

科目階層 科目名 
大科目 流動資産 
中科目  現金 
〃  預金 

小科目   普通預金 
 
 
1）1）メインメニューの［会計補助処理］タブの［勘定科目メンテナンス］ボタンをクリックします。 

 

 
 
2）［大科目追加］ボタンをクリックします。 

 

 

3）大科目追加画面の［大科目追加］ボタンをクリックします。 



 

 

4）種別の［貸借対照表・資産（借方）］を選択し、大科目名に［流動資産］、中科目名に［現金］を入力し、

［登録］ボタンをクリックします。 

 大科目Ｎｏは 3桁（101～999）でユーザーが自由に入力できます。表示や印刷時の並び順は原則とし

て、このＮｏ順となりますので、常に最後に表示したい科目は連番ではなく大きな番号を指定してくださ

い。あとから若いＮｏの科目を挿入できます。いくつかの例外（繰越金等はいつも最後に表示されます） 

中科目、小科目の No はユーザーが指定できません。 

 

 

大科目に「流動資産」が追加されました。［終了］ボタンをクリックし、大科目追加処理を終了します。 



 

 

科目メンテナンス画面に戻りました。大科目の下に中科目「現金」が追加されています。 

5）これから中科目「預金」を登録します。親科目の流動資産の行をクリックし、［中・小科目追加］ボタン

をクリックします。 

 

 

6）中科目名に「預金」を入力し、［登録］ボタンをクリックします。 

 



 

小科目「預金」が追加されました。 

7）続けて、預金の小科目「普通預金」を登録します。親科目の「預金」行をクリックし、［中・小科目追

加］ボタンをクリックします。 

 

 

中科目に初めての小科目を新規作成する場合、以下の画面が表示されます。［はい］ボタンをクリック

してください。 

 

 

8）小科目追加画面が表示されます。小科目名「普通預金」を入力し、［登録］ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

 

小科目「普通預金」が追加されました。 



 

 



 

3. 3. 3. 3. 勘定科目勘定科目勘定科目勘定科目のののの修正修正修正修正・・・・削除削除削除削除・・・・印刷印刷印刷印刷 

 
勘定科目名を修正（変更）するには、修正したい勘定科目行をクリックし、［科目修正］ボタン①①①①

をクリックします。 
 
勘定科目を削除するには、削除したい勘定科目行クリックし、［科目削除］ボタン②②②②をクリックし

ます。金額の登録されている科目の削除はできません。大科目に含まれる最後の中科目を削除す

れば、自動的に大科目が削除されます。大科目を削除すればその下層の全ての中科目と小科目が

削除されます。 
 
勘定科目一覧表を印刷するには、［印刷］ボタン③③③③をクリックします。 
 

 

 
 
【ヒント】 
全科目の一括削除 

伝票が未登録の場合であればメニュー「操作」→「全科目削除」が表示されますので、これをクリックする

と全ての科目を一気に削除できます。 

 

 

 

【科目作成例】 



 

 
①②③①②③①②③①②③・・・貸借対照表科目 
④⑤④⑤④⑤④⑤・・・・収支計算書科目 
⑥⑥⑥⑥・・・貸借対照表/貸方の繰越金（前期繰越金・当期繰越金、必須） 
⑦⑦⑦⑦・・・収支計算書/借方の当期繰越金（必須） 
 
 

 



■■■■ 会計設定会計設定会計設定会計設定 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 会計設定会計設定会計設定会計設定についてについてについてについて 

  
 会計の動作や仕様をカスタマイズするメニューです。 

 

【操作】 

「会計補助処理」タブ→［会計設定］ボタンをクリックします。 

 

 

 

●初期値の会計設定画面 

 

 

 

●新規の会計追加の流れ 

 

1） ＰＣサービスに必要数の会計追加（有料）を申し込み、指示された設定を行う 

2） メインメニューの「会計補助処理」タブ→［会計設定］ボタンをクリックします。 

3） 会計設定画面が表示されます。（下図） 



 

①①①①新規に作成する未登録の会計 No を選択します。 

②②②②［新規作成］ボタンをクリックします。 

③③③③［はい］ボタンをクリックします。 

 

4) 再起動を促す画面（下図）が表示されますので［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

5) 次回起動時、①①①①会計 No1002 の初期設定画面（下図）が表示されます 

 

 

会計 No1002 の②②②②会計名を入力し、その他の初期設定を入力し③③③③［OK］ボタンをクリックします。 

 

6）メイン画面が起動します。後は通常通りの作業が行えます。 



 

 

 

●会計の切替 

 

切り替えようとする会計 No を選択し、右の［切替］ボタンをクリックします。 

 

 

●会計データの変更 

 

会計名等を変更したい場合、変更した会計 No を選択し、データを修正します。 

他の会計 No 画面に移る時や画面を終了する時に自動的にデータが保存されます。 

 

 

 



■■■■ 貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表 （（（（決算書類決算書類決算書類決算書類）））） 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表についてについてについてについて 

  
 貸借対照表を画面表示したり印刷するメニューです。 

 

【操作】 

「会計補助処理」タブ→［貸借対照表］ボタンをクリックします。 

 

 

 

①①①①集計期間（通常年度末月）を選択し、②②②②［表示］ボタンをクリックするとその期間の貸借対照表が画面

表示されます。 

③③③③［印刷］ボタンで現在画面表示されている貸借対照表を印刷、プレビューできます。 

 

 

 

 



■■■■ 収支計算書収支計算書収支計算書収支計算書 （（（（決算書類決算書類決算書類決算書類）））） 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 収支計算書収支計算書収支計算書収支計算書についてについてについてについて 

  
 収支計算書を画面表示したり印刷するメニューです。 

 

【操作】 

「会計補助処理」タブ→［収支計算書］ボタンをクリックします。 

 

 

 

①①①①集計期間（通常年度末月）を選択し、②②②②［表示］ボタンをクリックするとその期間の収支計算書が画面

表示されます。 

③③③③［印刷］ボタンで現在画面表示されている収支計算書を印刷、プレビューできます。 

 

 



■■■■ 決算書決算書決算書決算書 （（（（決算書類決算書類決算書類決算書類）））） 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. 決算書決算書決算書決算書についてについてについてについて 

  
 決算書を画面表示したり印刷するメニューです。 

 

【操作】 

「会計補助処理」タブ→［決算書］ボタンをクリックします。 

 

 

 

決算書画面が表示されます。（下図） 

①①①①「歳入」、「歳出」タブで収入表、支出表を切り替えられます。 

②②②②「流用額」のみ入力できます。（グレー行は合計行のため入力不可） 

③③③③［決算書印刷］ボタンで画面表示されている内容を印刷、プレビューできます。 

 

 

 



■■■■ システムシステムシステムシステム最適化最適化最適化最適化 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. システムシステムシステムシステム最適化最適化最適化最適化についてについてについてについて 

  
ソフトウエア内に異常が無いか検査し、不要なデータを削除し、整理するメニューです。 

 

【操作】 

「ユーティリティ」タブ→［システム最適化］ボタンをクリックします。 

 

 

最適化画面が表示されますので、作業種別を選択し、［実行］ボタンをクリックしてください。処理が始まり

ます。 

 

 

【重要】 

・ 最適化中エラーが表示された場合、データが壊れている可能性があります。バックアップを行ってい

れば、リストアして過去の正常な状態に戻してください。（当然バックアップデータが正常なものに限

ります） 

・ 作業種別 

� 通常・・・今期のデータのみ最適化します。 

� 完全・・・すべての会計年度データの最適化を行います。 

 

 

 



■■■■ バックアップバックアップバックアップバックアップ・・・・リストアリストアリストアリストア 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. バックアップバックアップバックアップバックアップ・・・・リストアリストアリストアリストアについてについてについてについて 

  
現在利用中のデータのダミーを他の場所に保存する作業がバックアップで、以前にバックアップしたデ

ータを現在利用中のデータに復元する作業がリストアです。 

万一のデータ破損等でシステムが壊れた場合、以前のバックアップがあればリストアを行えば当事の正

常な状態に戻せます。 

また、２台以上のコンピュータで 1 つのソフトウエアデータを共有する場合にも利用できます。 

 

【操作】 

「ユーティリティ」タブ→［バックアップ・リストア］ボタンをクリックします。 

 

 

 

【重要】 

データ保護のためバックアップ作業をこまめに実行されることをお勧めします。 

また、バックアップ前に、「システム最適化」を行いデータに異常が無いか確認してください。 

バックアップは、コンピュータ以外の２箇所以上のドライブ（２本の USBディスク等）を交互に利用して行う

ことをお勧めします。ネットワークの一部であればネットワーク上の他のコンピュータにバックアップするこ

とも検討してください。 

 

 

  

2. 2. 2. 2. バックアップバックアップバックアップバックアップ 

  
 

【操作】 

①①①①「バックアップ（保存）」タブをクリックし、②②②②［保存先］ボタンをクリックし、③③③③保存先を選択し、④④④④［OK］ボ

タンをクリックする。 

 



 

 

①①①①    保存先に先ほど選択したドライブ（フォルダ）が入力されていることを確認し、 

②②②②    バックアップオプション（※1）を選択し、 

③③③③    ［開始］ボタンをクリックする。 

 

 

※1 

・ ZIP 圧縮する・・・バックアップデータを圧縮して残します。 

・ 前回のバックアップを前々回として残す・・・同じバックアップ先に新旧２回分のバックアップを行うこと

です。前々回のバックアップがあれば削除し、前回のバックアップを前々回とし、今回のバックアップ

を前回として残します。 

 

 

  

3. 3. 3. 3. リストアリストアリストアリストア 

  
 

【操作】 

①①①①「リストア（復元）」タブをクリックし、②②②②［復元元］ボタンをクリックし、③③③③以前バックアップを行った復元元

（保存先）を選択、［OK］ボタンをクリックし、④④④④「前回のバックアップ」または「前々回のバックアップ」を選

択し、［開始］ボタンをクリックします。 



 

 

 

【警告】 

リストアを実行すると現在運用中のすべてのデータは削除され、バックアップした時点のデータが復元さ

れます。バックアップ以後のデータが無くなるので十分注意して実行してください。 

すべてがバックアップ時点の状態に戻るため、バックアップ以降入力したデータや、バージョンアップ、ユ

ーザー登録等は再度やり直す必要があります。 

 

 

 



■■■■ システムシステムシステムシステム情報情報情報情報 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. システムシステムシステムシステム情報情報情報情報についてについてについてについて 

  
現在利用中のソフトウエア状況やユーザー情報を表示するメニューです。 

 

【操作】 

「ユーティリティ」タブ→［バックアップ・リストア］ボタンをクリックします。 

 

 

 

表示例 

 

 

 

 



■■■■ パスワードパスワードパスワードパスワード 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. パスワードパスワードパスワードパスワードについてについてについてについて 

  
パスワードを設定すると、ソフトウエア起動時パスワードが尋ねられ、正しいパスワードを入力しなけ

れば（3回以内に）ソフトウエアが強制終了します。 

 

【操作】 

「ユーティリティ」タブ→［パスワード］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

2. 2. 2. 2. パスワードパスワードパスワードパスワードのののの設定設定設定設定 

  
【操作】 

①①①①パスワード欄と確認欄にパスワード（同一のもの）を入力し、②［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

3. 3. 3. 3. パスワードパスワードパスワードパスワードのののの解除解除解除解除 

  
【操作】 

①①①①パスワード欄と確認欄を空白に、②［OK］ボタンをクリックします。 



 

 

 

【警告】 

パスワードを忘れるとソフトウエアが起動できなくなります。くれぐれもお忘れ無きよう。 

 

 

 



■■■■ システムオールクリアシステムオールクリアシステムオールクリアシステムオールクリア 
  
  
  

  ［ホーム］  

1. 1. 1. 1. システムオールクリアシステムオールクリアシステムオールクリアシステムオールクリアとはとはとはとは 

 
 PCS予算会計８ソフトウエアが運用できなくなった場合の最終手段としてメニューです。 

実行すると即座にすべてのデータが削除されインストール直後の状態に戻り、少なくとも運用で

きるようになります。 
 
【操作】 
「ユーティリティ」タブの［システムオールクリア］ボタンをクリックします。 

 

 

 

【警告】 

実行すると、バックアップされていない限りもとの状態に戻すことはできません。十分注意して実行してく

ださい。 

この画面が出ない場合は以下の手順で同じ処理ができます。 

マイコンピュータ（エクスププローラー）から、C:\pcsytk8prg\bin フォルダを削除しソフトウエアを再起動

する。 

 

 

 


